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「
様
式
第
１
号
」
よ
り

鼻
の
再
生
脳
を
高
め
る
こ
と
が
有
用

６
月
９
日
市
民
講
座
開
催東

京
大
学
教
授
・
近
藤
健
二
氏
が
講
演

施設基準研修会「小児の心身の特性」追加への対応

130人超が修了

「光ディスク等を用いた請求に係る
猶予届書」の書き方　　　　 　

生
活
の
質
を
高
め
る

鼻
の
機
能

　

近
藤
氏
は
、
鼻
は
加
温
、

加
湿
、
異
物
除
去
、
感
染
防

御
、
嗅
覚
の
生
理
機
能
を
備

え
て
お
り
、
身
体
の
外
的
要

因
（
気
温
、
湿
度
）
や
内
的

要
因
（
体
内
リ
ズ
ム
、
身
体

活
動
強
化
）
、

病
的
要
因

　

６
月
16
日
（
日
）
、
大
阪

大
学
歯
学
部
障
害
者
歯
科
治

療
部
の
村
上
旬
平
先
生
を
講

師
に
「
小
児
の
心
身
の
特
性

と
発
達
障
害
の
子
ど
も
へ
の

対
応
」
と
題
し
て
、
生
涯
研

修
を
実
施
し
た
。
か
強
診
が

口
腔
管
理
体
制
強
化
加
算
の

施
設
基
準
へ
と
変
更
と
な

り
、
届
出
の
研
修
項
目
に

「
小
児
の
心
身
の
特
性
」
が

追
加
と
な
っ
た
た
め
１
３
０

人
を
超
え
る
参
加
者
で
会
場

は
盛
況
で
あ
っ
た
。

し
て
脳
の
重
量
変
化
、
知
覚

の
発
達
、
運
動
発
達
の
推

移
、
社
会
的
発
達
、
こ
と
ば

や
感
情
の
発
達
な
ど
概
略
を

説
明
さ
れ
た
。
こ
の
間
、
診

療
報
酬
で
評
価
さ
れ
て
い
る

口
腔
機
能
の
発
達
を
早
期
か

ら
サ
ポ
ー
ト
す
る
重
要
性
を

力
説
さ
れ
た
。

　

次
に
発
達
障
害
の
あ
る
子

ど
も
へ
の
対
応
と
し
て
一
人

一
人
に
合
わ
せ
た
支
援
、
心

・
気
持
ち
へ
の
配
慮
も
し
、

歯
科
医
療
者
が
発
達
障
害
者

へ
の
理
解
を
示
し
問
題
解
決

に
寄
り
添
う
姿
勢
が
必
要
で

あ
る
と
具
体
的
な
事
例
を
示

し
な
が
ら
解
説
し
、
発
達
障

害
の
子
ど
も
の
口
腔
を
育
て

る
に
は
医
療
機
関
、
大
学
病

院
、
口
腔
保
健
セ
ン
タ
ー
な

ど
の
連
携
が
必
要
で
あ
り
、

障
害
を
持
つ
人
が
障
害
を
持

た
な
い
人
と
同
様
に
社
会
生

活
を
送
れ
る
よ
う
社
会
的
障

壁
を
取
り
除
く
配
慮
も
必
要

で
あ
る
と
訴
え
た
。

　

研
修
会
終
了
後
に
、
施
設

基
準
研
修
会
の
う
ち
「
小
児

の
心
身
の
特
性
」
を
履
修
し

た
と
し
て
、
修
了
証
を
参
加

者
に
発
行
し
た
。

 

（
吉
田
裕
志
）

（
上
気
道
炎
、
ア
レ
ル
ギ

ー
）
に
対
応
し
て
変
化
し
、

呼
吸
機
能
を
恒
常
的
に
維
持

す
る
役
目
が
あ
る
こ
と
を
紹

介
。

　

健
常
な
鼻
腔
は
、
乾
燥
冷

気
を
１
０
０
％
に
加
湿
す
る

エ
ア
ー
コ
ン
デ
ィ
シ
ョ
ナ
ー

の
役
割
を
果
た
す
。
加
齢

や
、
乾
燥
し
た
空
気
は
加
温

・
加
湿
機
能
や
粘
液
の
流
れ

を
鼻
の
奥
へ
動
か
す
粘
膜
線

毛
運
動
を
低
下
さ
せ
、
身
体

に
さ
ま
ざ
ま
な
病
気
を
も
た

ら
す
。
こ
れ
ら
か
ら
守
る
鼻

の
機
能
を
低
下
さ
せ
な
い
こ

と
が
重
要
だ
と
指
摘
し
た
。

近
藤
氏
は
「
人
の
嗅
覚
と

は
、
生
活
の
質
を
高
め
健
康

で
文
化
的
な
生
活
を
送
る
た

め
に
必
要
な
感
覚
で
あ
る
」

と
語
っ
た
。

多
く
の
人
が

発
症
す
る
鼻
炎

　

鼻
の
症
状
は
全
て
鼻
炎
で

あ
り
、
そ
の
中
で
も
ア
レ
ル

ギ
ー
性
鼻
炎
を
発
症
す
る
人

は
多
く
、
季
節
性
の
ア
レ
ル

ギ
ー
性
鼻
炎
の
ほ
と
ん
ど
は

花
粉
が
要
因
で
あ
る
と
述
べ

た
。
花
粉
症
の
治
療
法
は
、

抗
原
の
回
避
、
薬
物
療
法
、

特
異
的
免
疫
療
法
（
ア
レ
ル

ギ
ー
の
原
因
物
質
を
少
し
ず

つ
身
体
に
投
与
し
て
慣
ら
し

て
い
く
治
療
）
、
手
術
療
法

が
基
本
的
な
治
療
法
で
あ

り
、
薬
物
を
使
わ
な
い
方
法

と
し
て
は
、
入
浴
や
蒸
し
タ

オ
ル
で
加
熱
し
た
蒸
気
を
吸

入
す
る
方
法
な
ど
を
紹
介
し

た
。

鼻
の
健
康
を

保
つ
た
め
に

　

近
藤
氏
は
人
の
匂
い
の
神

経
の
特
徴
と
し
て
、
匂
い
の

神
経
は
「
身
体
の
外
に
出
て

い
る
脳
」
と
い
う
位
置
付
け

が
で
き
、
神
経
細
胞
が
絶
え

ず
入
れ
替
わ
る
新
陳
代
謝
が

あ
る
た
め
鼻
に
は
再
生
脳
が

備
わ
っ
て
い
る
こ
と
を
説
明

し
た
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
等
に
よ
っ
て
鼻
の
粘
膜

が
ダ
メ
ー
ジ
を
受
け
嗅
覚
障

害
だ
け
が
残
っ
て
し
ま
う
場

合
が
あ
り
、
嗅
覚
が
ゆ
が
む

症
状
が
発
生
す
る
こ
と
が
あ

る
。
近
藤
氏
は
嗅
覚
障
害
を

改
善
す
る
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
療

法
と
し
て
嗅
覚
刺
激
療
法
を

挙
げ
、「
嗅
覚
障
害
を
治
す

特
効
薬
は
ま
だ
開
発
さ
れ
て

い
な
い
が
、
鼻
の
再
生
脳
と

い
っ
た
機
能
は
外
か
ら
の
匂

い
の
刺
激
に
よ
っ
て
高
ま

る
。
生
活
の
中
の
色
々
な
匂

い
を
嗅
ぐ
こ
と
が
治
療
に
も

有
用
だ
」
と
語
っ
た
。

　

左
図
、
厚
労
省
「
様
式
第

１
号
参
照
」
。
Ⅰ
の
基
本
情

報
を
記
入
。
Ⅱ
の
届
出
内
容

は
、
１
年
以
内
に
オ
ン
ラ
イ

ン
請
求
の
予
定
が
な
け
れ
ば

「
２
０
２
５
年
９
月
30
日
」

と
な
る
。
Ⅲ
の
移
行
計
画
の

⑥
に
つ
い
て
は
、
ア
、
イ
、

ウ
の
そ
れ
ぞ
れ
を
医
院
の
実

情
に
応
じ
て
選
択
さ
れ
る
こ

と
と
な
る
が
、
イ
の
一
番
上

の
「
光
回
線
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
が
未
整
備
の
離
島
・
山
間

地
域
や
建
物
に
所
在
」
が
最

も
多
い
の
で
は
な
い
か
。
⑦

に
つ
い
て
、
オ
ン
ラ
イ
ン
請

求
へ
の
移
行
の
目
途
が
立
っ

て
い
な
け
れ
ば
「
エ
そ
の
他

（
上
記
⑥
の
理
由
で
決
ま
っ

て
い
な
い
）
」
な
ど
の
記
載

が
考
え
ら
れ
る
。

　

そ
れ
よ
り
下
の
欄
は
⑥
で

「
ウ
．
そ
の
他
」
を
選
択
し

た
場
合
の
み
の
記
載
と
な

り
、
選
択
し
て
い
な
い
場
合

（
１
面
の
つ
づ
き
）

【社会保険診療報酬支払基金】
〒105-0004
　東京都港区新橋２丁目１番３号
　社会保険診療報酬支払基金
　事業統括部事業サポート課　御中

【大阪府国保連合会】
〒540-0028
　大阪市中央区常盤町１丁目３番８号
　中央大通FNビル内
　大阪府国民健康保険団体連合会　業務管理課御中

は
無
記
入
で
か
ま
わ
な
い
。

　

最
後
に
欄
外
の
記
載
年
月

日
と
審
査
支
払
機
関
に
つ
い

て
、
大
阪
国
民
保
険
団
体
連

合
会
あ
る
い
は
社
会
保
険
診

療
報
酬
支
払
基
金
と
記
載

し
、
開
設
者
名
・
住
所
を
記

載
す
る
。

　

「
保
険
で
よ
い
歯
科
医
療
を
」
大
阪
連
絡
会
は
９
日
、
Ｍ

＆

Ｄ
ホ
ー
ル
で
「
よ
く
わ
か
る
鼻
の
話
―
機
能
と
病
気
に
つ

い
て
―
意
外
と
知
ら
れ
て
い
な
い
鼻
と
口
の
大
切
な
関
係
」

を
テ
ー
マ
に
市
民
講
座
を
開
い
た
。
近
藤
健
二
氏
（
東
京
大

学
医
学
部
附
属
病
院
耳
鼻
咽
喉
科
・
頭
頸
部
外
科
教
授
）
を

講
師
に
、
ウ
ェ
ブ
視
聴
も
含
め
市
民
や
医
療
関
係
者
ら
１
２

０
人
が
参
加
し
た
。

保険で
よい歯科診療を

大阪連絡会大阪連絡会

講演する近藤氏＝６月９日、
Ｍ＆Ｄホール　　　　　　　

講
演
す
る
村
上
氏

　

始
め
に
子

ど
も
の
発
育

に
つ
い
て
新

生
児
期
、
乳

児
期
、
幼
児

期
、

学
童

期
、
思
春
期

ご

と

の

体

重
、
身
長
発

育
曲
線
を
示

★郵送の場合、
封筒の表面には、
それぞれ朱書きで、
「猶予届出書在中
（光ディスク）」
と記載のこと

提出先


